
編みと織りの痕跡 :
北海道とその周辺地域における南からの文化と北か
らの文化

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2015-11-18

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 吉本, 忍

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10502/5197URL



編みと織 りの痕跡
一北海道 とその周辺地域における南か らの文化 と北か らの文化一

国立民族学博物館教授

吉 本 忍

1.編 物と織物

編物をっ くるための編みの技術 と、織物をっ くるため

の織 りの技術は、 ともに人類が新石器時代に獲得 した主

要な生活技術のうちに数えられる。 そして、それらは今

なお人類の生活に不可欠の技術 として世界の広範な地域

で受け継がれている。

編物 と織物はともに、糸、あるいは糸に類する線状物

を素材 としてつくられたものである。また、編物の基本
もじ りん な

組織は、交叉編組織、涙 り編組織、巻き編組織、輪奈編

a一 交叉編組織 b一 交叉編 組織

組織に大別され(図1)、 織物の基本組織は、平織組織、
あやおり しゅ す おり からみおり

綾織組織、編子織組織、搦織組織に大別される(図2)。

このような編物 と織物の組織を比較 してみると、織物の

基本組織のすべては編物の交叉編組織、あるいは搦織組

織 と類似 している。 したが って、編物と織物を区別す る

ことはかなり厄介であるが、筆者 は織物を 「糸、あるい

は糸に類する線状物をタテ糸 とヨコ糸とし、あらかじめ

直線的に配置され、張力をそなえているタテ糸に対 して、

ヨコ糸を直線的に交叉させることによって組織 されたも

の」 と定義 している。たとえば、これまで日本の各地で
わ ら じ

っ くられてきた草鮭は、一般に編物として認知 されてお

り、草鮭づ くりも、「草鮭を編む」 と表現されてきたが、

筆者は、 さきの織物の定義にもとづき、草鮭を織物 とし

てとらえている。それは草鮭が織物の一般的な概念とほ
わら

ど遠 いものの、両足、あるいは草鮭台にかけた藁縄(タ

テ糸)の 端を片手で握 って引っ張 りなが ら、 もう一方の

手で藁(ヨ コ糸)を 直線的に交叉させてっくられている

c一 乖戻り編条且織 d一 振 り編組織 a一 平織組織 b一 綾織組織

e一 巻き編組織

図1編 物の基本組織

f一 輪 奈編組織 c一 繕子 織組織

図2織 物の基本組織 一 タ テ 糸 、[コ ー ヨ コ糸

9



ことによって いる[吉 本1987:323-329]。

な お、織物 の うちには、 このよ うな草鮭 をは じめ とす

るさまざまな種類が認 め られ るが、 いずれ も発達史 的に

は編物 の延長線上 に位置 づけ られ る。す なわち、今 日一

般 に編物 と織物が区別 されてい ることにっ いては、 張力

のぞなわ ったタテ糸 を一括 して開 口させ る綜続 の発 明 に

よ って、織物の生産性 が飛躍 的な向上を とげ、 その結 果

として織物が編物 か ら分離 独立 した と考 え られ る。

2.北 海 道 にお ける編 みと織 りの痕跡

北 海道 とその周辺地域 に居住 して きたアイ ヌ民族 の も

とでっ くられて きた編物 と織 物 は、近 ・現代 にっ くられ

た実物 資料、 な らびに18世 紀 半ば以降 に描 かれて きた絵

画資料 か ら、 その概要 を知 ることがで きる。

編物 は、 お もに、 ガマ、 フ トイ、 オ ヒョウ、 シナ ノキ、

イ ラクサ、 ブ ドウヅル、 ツル ウメモ ドキ、 ハマニ ンニク

な どを素材 と してっ くられてい る。 そ うした編物 を用途

別 に見 てみ ると、 お もに編 衣(ケ ラ)、 幣冠(サ パ ウ ン
は は き

ぺ)、 脛 巾(ホ シ)、 死者 用履物(ラ イクルケ レ)な どの

衣 類、 ゴザ(ト マ)、 簾、 帆(カ ヤ)な ど と して もちい

られて きたゴザ ・簾類、 ハマ ニ ンニクの茎 でっ くられ た

カゴ(テ ンキ)や 背負 い袋(サ ラニプ)を は じめ とす る

容 物類 、背 負 い紐(タ ラ)や 刀 懸 け紐(エ ムシアッ)を

は じめ とす る紐類 などに大別す る ことがで きる。 また、

織物 と して は、 オ ヒ ョウ、 シナ ノキ、 イ ラクサな どを繊

維 素材 と した織物(ア ッ トゥシ)と 、 ブ ドウヅルを タテ

糸 と ヨコ糸 と して織 られた草履(ス トゥケ レ)が 主 要 な

もので あ る。 この うち、 ア ッ トゥシに は広幅 の織 物 と細

幅の織物があ り、広幅の織物 はお もに衣服(ア ッ トゥシ・

ア ミプ、 図版113)の 布 地 として もちい られ て きた。 ま

た、細 幅の織物 はお もに帯(ア ネク ッ、 図版116)と し

て もちい られ て きた。

一方
、近世以前 の編物や織物 にっ いて は、 いずれ も遺

跡 か ら検 出された資料 が知 られて いるのみであ る。 それ
おしょう と

らのうち編物にっいては、縄文時代後期の小樽市忍路土
は しゅえん

場遺跡や斜里町朱円遺跡(図 版165)、 続縄文時代の大成

町貝取澗2洞 窟遺跡、 トビニタイ文化期の羅臼町 トビニ

タイ遺跡、擦文文化期の豊富町豊里遺跡や釧路市北斗遺

跡、アイヌ文化期の千歳市美々8遺 跡などをはじめとす

る遺跡か ら断片が出土 している。そして、織物について
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も擦文文化期の豊富町豊里遺跡や釧路市北斗遺跡をはじ

めとする遺跡から断片が出土 しており、草履の遺物(図

版142)は 擦文文化期の札幌市K39遺 跡から出土 している。

また、編みや織りに関係する出土資料 としては、糸や
ほうすいしゃ けた

紐、糸を撚 るためにもちいた紡錘車 と見 られる遺物、桁
っち い だ く そうこう

とコモ槌などの編具、緯打具や綜続などの織具と見られ

る遺物がある。このうち、糸や紐は縄文時代以降の各地

の遺跡から数多 く出土 しており、紡錘車 と見られる遺物

は続縄文時代の札幌市K135遺 跡、オホーック文化期の

網走市モヨロ貝塚、擦文文化期の栗沢町由良遺跡をはじ

めとする遺跡か ら数多 く出土 している。また、編具とし

てもちいられてきた桁や コモ槌 は擦文文化期の札幌市K

39遺 跡や、千歳市ユカンボシC15遺 跡の擦文文化期か ら

中世アイヌ文化期の遺物包含層、近世の美々8遺 跡をは

じめとする遺跡から出土 している。さらに、織具のうち、

緯打具 と見られる遺物は縄文時代晩期後半か ら続縄文時
ぬさまい

代前半の釧路市幣舞遺跡(図 版161)、 オホーック文化期

の網走市ニ ッ岩遺跡(図 版160)、 千歳市ユカンボシC15

遺跡の擦文文化期か ら中世アイヌ文化期の遺物包含層お

よび近世アイヌ文化期の遺物包含層、近世前半期の上ノ

国町勝山館跡宮ノ沢川右岸地区などか ら出土 している。

そして、綜続と見 られる遺物(図 版143・144)は 擦文文

化期の常呂町栄浦第二遺跡から出土 している。

3.編 みの痕跡に見る南からの文化伝播

北海道における編みの痕跡は、さきに述べているよう

に縄文時代か ら近 ・現代に至るまで連続 して認められる。

ただし、それ らの編みの組織の多 くは涙り編組織である。

また、そのほかには交叉編組織 と巻き編組織があり、輪

奈編組織の編物にっいては知られていない。

振 り編組織と交叉編組織 と巻き編組織に共通する編み

の技術は、糸、あるいは糸に類する線状物を指で編んで

いく方法であるが、涙 り編組織については、桁とコモ槌

を使 って編む方法 もある。 この桁とコモ槌による涙り編

みの技術は、指で編む技術 とともに世界の広範な地域に

分布 しており、その歴史 もかなり古い時代にまでさかの

ぼると見 られる。北海道の出土遺物のうち、桁やコモ槌

のもっとも古いものとしては、擦文文化期の ものが知 ら

れているにすぎないが、縄文時代後期の小樽市忍路土場

遺跡や斜里町朱円遺跡から出土 している編物の断片は、



編組織がか なり高密度で あるこ とか ら編布 といえ る もの

で あり、 いずれ も桁 とコモ槌 を使用 した涙 り編みの布で

あった可能性が大 きい。 ちなみに、尾 関清子氏の著述 に

もとつ くな らば、忍路土場遺跡 の編布 断片の糸密度 は、

2本 ごとに涙 りあわせ た糸 の間隔 が3～5mmで 、 それ ら

に直交す る糸 は1cmに8～10本 、 さ らに朱 円遺跡の断片

で は、2本 ごとに涙 りあわせた糸 の間隔が4～6mmで 、

それ らに直交す る糸 は1cmに12本 、 糸の太 さ は0.6～0.7

mmと い うことで ある[尾 関1996:45]。 ま た、忍路土場

遺跡 の涙 り編組織 は、桁 にかけた タテ糸を1本 飛 ば しに

涙 りあわせ た組織で あ った と見 られ、 この点 に相違が な

けれ ば、 その涙 り編組織 は中世 に時宗の僧が着用 して い
つ ま り

た法衣(阿 弥衣)の 布地や、新潟県妻有地方で明治時代

頃まで仕事着(図 版171)の 布素材としてっ くられ、ア

ンギンやマギンなどの名で呼ばれていた編布の涙 り編組

織(図3)と 共通する。 したがって、これ らのことから

は北海道における桁 とコモ槌を使った涙 り編みの技術 は

図3ア ンギンやマギンの振り編組織

縄文時代 に南か ら、す なわ ち本州か ら伝播 した ことが示

唆 され る。

なお、桁 とコモ槌を使 った涙 り編 みの技術 は、現代 の

アイヌ民族 にも継承 されている。それ らの うちで ゴザ は、

いず れ も目の粗 い ものであ るが、 その多 くはタテ系 を1

本 飛 ば しに涙 りあわせ た ものであ る(図 版92)。 しか し、

さきのア ンギ ンやマギ ンと同様 の編布 をっ くるための精

密 な涙 り編 みの技術 は伝 え られてお らず、民族資料 の う

ちに も編布 は見 いだせ ない。 ただ し、 擦文文化期、 な ら

びにアイ ヌ文化期以降 の千歳市美 々8遺 跡 をは じめとす

る遺跡から出土 した涙 り編み用の桁の うちには、 タテ糸

をかけ渡すために刻まれた溝の間隔が6～10mm程 度のも

のが少なか らず見いだされる。 したが って、 これらのこ

とからは、北海道では縄文時代にはじまる精密な涙 り編

みの技術 による編布が、近世のある時期までは一部の地

域で連綿 とっ くりっづけられていたことが示唆 される。

4.織 りの痕跡に見る南からの文化伝播

(1>機 織 り文化

オ ヒョゥ、 シナノキ、イラクサなどを繊維素材とした

アイヌ民族の織物の組織 は平織組織であり、いずれの織

物 も腰機を使用 して織 られてきた。腰機はタテ糸の一方

の端を腰当を介 して織り手の腰で保持する織機であり、

織りの技術に欠 くことのできないタテ糸の張力は、織 り

手が身体を前後に傾 けることによって加減 される。この

ような腰機をともなった機織 り技術は、 日本の腰機(い

ざり機)を ともなった機織 り技術 と同様 に、中国起源の

機織 り文化の伝播 によるものと見 られる。そして、釧路

市幣舞遺跡から緯打具と見 られる鯨骨製の遺物が出土 し

ていることからは、北海道の機織 り文化は縄文時代晩期

か ら続縄文時代前半頃までのあいだに、本州を経由して

もたらされた可能性が考え られる。 また、その当時の腰

機は中国起源の東アジア系機織 り文化圏における原初的

な腰機 と考え られる型式 と同様のものであったと見 られ

る。そうした腰機の型式は、アイヌの広幅織物を織 るた

めにもちい られている腰機 と類似 しているが、アイヌの
おさ

腰機 には櫛 目状の箴(図 版112)が そなわ っている点が

唯一の相違点としてあげられる。 また、東アジア系機織

り文化圏は、中国、朝鮮半島、 日本、および西南中国に

隣接する東南アジア大陸部の山岳地域に展開 しており、

アイヌと同様の腰機は、 ラオスやベ トナムの北部山岳地

域に住むクムやプ ・ノイなどの少数民族のもとにも見い

だされる。なお、アイヌの腰機を構成する部品のうち、

箴のみは日本語 と共通するウォサの名で呼ばれており、

このことか らはアイヌの腰機の箴は北海道に腰機が もた

らされたのちに、本州か らの影響で導入 されたことが う

かがわれる。

(2)タ テ縞のアットゥシ

広幅織物のアットゥシには無地織物 とタテ縞織物の2

種類がある。ただし、 タテ縞織物はおもに北海道 アイヌ
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のもとで織 られてきた ものであり、サハ リン・アイヌや

千島アイヌのもとでは、さほど多 くは見いだせない。 こ

のタテ縞織物は小玉貞良にはじまる18世紀半ば以降のア

イヌの風俗を描いた絵画資料のうちにも多々見いだされ

るが、その織 り技術やデザインは、江戸時代の文化 ・文

政年間頃に本州からの影響によって導入 されたと推察さ

れる。その理由としては、まず、現存するタテ縞のアッ

トゥシのほとんどすべてが、本州からもたらされたと見

られる木綿糸をオヒョウや シナノキ、あるいはイラクサ

などの糸のあいだに取 り込んで織 られていることがあげ

られる。さらに、文化 ・文政年間頃には、 タテ縞織物の

着物が江戸の粋を代表するファッションとして全国的に

大流行 していたことがあげられる。なお、そうしたタテ

縞織物の流行の前段階には、日本の縞織物が南蛮貿易や

紅毛貿易によってインドや東南アジアから縞織物が舶載

されてきたことをきっかけとして本格的に織 られるよう

になったという歴史的な経緯がある。すなわち、それ以

前に縞織物は日本ではほとんど織 られていなかったし、

「縞」という名称 も南蛮船や紅毛船 によって南海の島々

からもたらされた 「島渡 りの布」が語源 となっている。

したがって、今なおアイヌの人たちのあいだで織りっづ

けられているタテ縞のアットゥシは、江戸時代に北海道

に波及 した江戸の粋の名残りとして とらえることも可能

である。

(3>草 履づ くりの技術

ブ ドウヅルを素材 とした草履づ くりは、 日本各地の草

履(草 鮭)づ くりと共通する織 りの技術であり、その織

り技術の分布地域は、 さきの腰機をともなった中国起源

の東アジア系機織り文化圏と重複 している。 したがって、

北海道の草履づ くりもまた、中国起源の技術が本州を経

由 して伝播 したと考えられる。なお、 日本の草履づ くり

は、両足にかけ渡 したタテ糸となる藁縄の端を片方の手

で握り、 もう一方の手でヨコ糸となる藁を織 り込んでい

く方法と、両足のかわりに足形を した木製の台を使う方

法があるが、アイヌにおいては台の使用は確認 されてお

らず、草履づ くりはもっぱ ら両足と手を使 っておこなわ

れてきたと見 られる。

(4)擦 文文化期の箱型開孔板綜続

擦文文化期の栄浦第二遺跡か ら出土 した木製の炭化 し

た綜続(図 版143・144)は 、これまで 「擦文の箴」とし
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て 知 られ て きた[大 貫1995:500-508,2000:127-

137]。 しか し、 それは箴 で はな く、開孔板綜続 と して位

置づ け られ る ものであ る。

開孔板綜続 は平板 な板 に タテ糸を とおす ための細長 い

線 状の孔 と丸 い孔 が交互 に配 置 され た もので、わが国で
っま り

は新潟県妻有地方でバ トウオビ、マギンオビなどの名で

呼ばれてきた細幅織物を織 るために使用されてきたこと

が知られている(図 版152)。 また、 シベリアにおいて も

タタール、パ ンティ、マンシなどの民族のもとで使用さ

れてきた[HonOB1955]。 しか し、栄浦第二遺跡か ら出

土 した開孔板綜続は、蓋のない箱型を呈 しており、底の

部分に細長い線状の孔 と丸い孔があけられている。この

ような特異な形状の箱型開孔板綜続にっいては、 これま

で世界的にも類例が知 られていなかったことか ら、その

用途について も不明であった。 しか し、最近になって、

孔 と孔のあいだの木質部表面 にヨコ糸の打ち込みによっ

てできたと見 られる筋状の溝があったことと、この出土

遺物と同様の箱型開孔板綜続(図 版148)が 新潟県妻有

地方の津南町歴史民俗資料館に収蔵されていたこと、そ

してさらに、旭川市博物館に収蔵されている豊富町豊星

遺跡出土の遺物のうちに、栄浦第二遺跡出土の箱型開孔

板綜続のタテ糸をとおす孔の間隔と、ほぼ一致するタテ

糸密度のゴザ状織物の断片(図4)が あったことなどの

発見があいっいだ。そうしたことか ら、栄浦第二遺跡か

ら出十 した箱型開孔板綜続 と津南町歴史民俗資料館の箱

型開孔板綜続は、孔にとお したタテ糸の幅と同様の比較

的幅の広いゴザ状織物を織 るための特殊な開孔板綜続で

あることがあきらかになってきた。 このことは箱型開孔

図4豊 富町薯里潰跡出土のゴザ状繕物断片(旭 川市憧物館蔵)



板綜続が、バ トウオビやマギンオビなどを織るための細

幅織物専用の開孔板綜続 とは異なり、 ムシロやゴザを織

るための莚機をはじめとす る開孔棒綜続機の開孔棒綜fir

と同様の機能を持 っていたことを意味 している。また、

そうした特殊な箱型開孔板綜続は、平板な板状の開孔板

綜続か ら発展 したものであり、開孔棒綜続が出現する前

段階の過渡的な綜続の型式を今に伝えるものであると考

えられる。さらに、開孔棒綜続機の分布は、さきの草履

づ くりの織 りの技術 と同様に腰機をともなった東アジァ

系機織 り文化圏とほぼ重複 していることか ら、箱型開孔

板綜続 もまた中国起源の綜続 と見られ、北海道へは本州

を経由してもたらされたと推察される。

なお、開孔棒綜続機(莚 機)は 、アイヌ民族のもとに

は伝わっておらず、北海道へは日本人の移住にともなっ

て持ち込まれている。また、栄浦第二遺跡出土の箱型開

孔板綜続 と豊里遺跡出土のゴザ状織物と関係する近 ・現

代の実物資料にっいては、 これまでに知れ られていない

が、北海道立文書館所蔵の 『御用留混交集』の書面には、

アットゥシのうちに 「手羽」と称される粗末なムシロ状

の織物があり、紋別か ら松前に出荷されていたことが記

されている[本 田2002:12]。 したがって、この 「手羽」

にっいての記述からは、箱型開孔板綜続をともなった織

機によるゴザ状織物の織 り技術が、擦文文化期か ら19世

紀半ば頃まで、少なくとも紋別周辺において継承されて

いたという可能性 も浮かびあがってくる。

5.織 りの痕跡 に見る北か らの文化伝播

(1)板 箴

アイヌ民族 の細幅織物 を織 るための腰機 の多 くには、

タテ糸の上糸 と下糸 を分離す るために、小 さな板 の上下

に タテ糸 を とおすための孔 があ けられ た板箴(ク ッウォ

サ、 図版116)が もちい られ て きた。 この よ うな板箴 は

シベ リアのパ ンテ ィとマ ンシ、 カナ ダの クチ ンなどの民

族 の もとで もちい られ ている。 アイ ヌの板箴 は、 おそ ら

くはそれ らの北方民族 か らの影響 による ものと考 え られ

る。

(2)ウ リチの織具 と昼夜織技法

シベ リアの沿海州 に住 む少数民族 ウ リチの もとで は、

腰機 によ ってわが国 では例 を見な い輪状の細幅織物 が織

られて きた。 また、 それ らの織物 の組 織 は平織 の変化組

織で ある タテ畝組織 で、異 な った色糸 を使 って タテ縞模

様をあ らわ してお り、 タテ縞 の一部 には タテ糸の上糸 と

下 糸に異 な った色糸 を使用 して表 と裏 の色 を逆転 させた、

いわ ゆる昼夜織技 法が認 め られ る。 この ウ リチ と同様 の

タテ畝組 織 の細 幅織物(図 版117)や 昼 夜 織技法 を と も

な った細 幅織物 は、 サハ リン・アイ ヌの もとに も見 いだ

され るが、 それ らはウ リチと同様 の独 特の形状 を した緯

打具 や綾棒(図 版121)を 使 って織 られて いた ことが現

存す る実物 資料 によ ってあき らか になってい る。 ただ し、

ペ テルブル グの ロシア科学 アカデ ミー人類学民族学博物

館 に収 蔵 されて い るサハ リン・ア イヌの機 織 り途中 の資

料[SPb一 ア イ ヌプロ ジェク ト調査団1998:29]で は、

細幅織物 の形状 はウ リチのよ うな輪状で はな く、 アイ ヌ

本来 の細 幅織物 と同様 の矩形 を呈 して いる。 このよ うな

ウ リチ とサハ リン・ア イヌに共通す る昼夜織 技法 を と も

な った細幅織 物 にっ いて、 大塚和 義氏 はサハ リン・ア イ

ヌか らウ リチへの技術移転 であ るとの見解 を提起 してお

られ る[大 塚2003:111-113]。 しか し、筆者 は ウ リチ

か らサハ リン・アイ ヌへ の技 術移転 で あ った と考 えて い

る。 それ は昼夜織技法 や独特の形状 の緯打具 と綾棒が北

海道 アイヌや千 島アイ ヌの もとにはほ とん ど存在 して い

な い ことと ともに、 ポポ フ[Ilonos1955]に よ って ウ

リチ と共通す る織機 が シベ リアのアル タイ(テ レウ ト)

と シ ョルの もとにあ り、 さ らに同様 の織機 が ロシア人 の

もとで も使われ てきた ことがあ き らか にされてい ること

によ ってい る。

(3)ア イ ヌの腰機 と シベ リアの地機 との類似

アイヌの腰機 は、す でに述 べてい るよ うに本州 を経 由

して伝播 した と考 え られ るが、 その腰機 の先端部か ら綜

続 に至 る部分 までの構造 と部品 の形状、 と くに箴が開 口

保持棒 とタテ糸 の先端部 とのあいだに組み込 まれ てい る

位置 と、2枚 の板 で構成 され た開口保 持具の形状 にっ い

て は、 シベ リアの ブ リヤ ー ト人 や タタール人の もとで使

用 されて きた地機 と酷似 して い る(図5)。 た だ し、腰

機が腰 当を介 して タテ糸 の一方 を保 持す る型式 の織機 で

あ るのに対 して、地 機 は地面 に設 置 した杭や横木 にタテ

糸を張 り渡 した織機 であり、腰機 と地機の基本構造はまっ

た く異な る。 さ らに、 腰機 で は一般 に綜続 を動 か して タ

テ糸を開 口させ るの に対 して、 ブ リヤー トや タタールの

地機 は綜続が固定 されてお り、開 口保持具 を前 後に動か

13



して タテ糸 の開口 と逆 開 口がお こなわれてい る。 また、

腰機 と地機 は分布 も異 な ってお り、腰機 が環 太平洋 とそ

の周縁地域 に分布 してい るの に対 して、地機 はイ ン ド、

ア ラブを中心 とす る地 域 に分布 してお り、 シベ リア もそ

の うちに包括 され る。 したが って、 ブ リヤー トや タター

ルの地機 を ともな った織 りの技術 と、 アイ ヌの腰機 をと

もな った織 りの技術 との あいだに影響 関係 はあ りえ ない

と考え られ るが、部 分的 な構造 と部 品の形状が酷似 して

いる ことは、過去 に相 互の民族 のあいだに直接、 あるい

は間接的 になん らかの接触が あ った ことが推察 され る。

6.編 みと織 りの痕跡に見る糸づくり技術の消滅

縄文時代以降、現代に至るまでのあいだに北海道 とそ

の周辺地域では、南から、そして北からの文化伝播によっ

て、さまざまな編物や織物がっ くられてきた。そうした

過去か ら現代に至る編みと織 りの痕跡をたどってみると、

編布、 ゴザ状織物、紡錐車、箱型開孔板綜続などのよう

に、その痕跡が考古遺物のうちにのみ見いだされ、生活

文化の近代化以前 に技術が消滅 したと見 られるものも少

なか らず存在 している。それ らの技術の消滅については、

もとよりそれぞれに理由があってのことと考えられるが、

筆者がとりわけ大きな問題としてとらえているのは、糸
う

づ くりの技術、すなわち糸を績む技術と糸を撚 る技術の

消滅である。

縄文時代から現代まで北海道を中心としておこなわれ

てきた編みや織 りの糸素材には、植物の準長繊維がもち

いられてきた。それ らの繊維を使用 した糸づ くりは、縄

文時代から擦文文化期までは、端を細か くほぐした繊維
つ む

を撚 りあわせて糸を績み、さ らに、績んだ糸に紡錐を使 っ

て強い撚 りをか け、かな り細 い糸をっ くっていたことや、

精緻 な糸密度 の編布 や織布 をっ くって いた ことが出土遺

物 によって あき らかにな ってい る。 しか し、 アイヌ文化

期 以降 には紡錐車 の出土 例の報告 はな く、現存す るア ッ

トゥシの タテ糸 や ヨコ糸 に も強 い撚 りをかけた糸や細 い

糸を使用 した例 は見いだせな い。 また、糸密度 の精緻 な

ア ッ トゥシも知 られて お らず、 ほ とん どの ア ッ トゥシに

はタテ糸 や ヨコ糸 に績 んだ糸で はな く、繊維 の端 を結 び

あわせ る ことによ って長 くした糸が使 われている。

したが って、 これ らの ことか らはアイヌ文化期以降 の

糸づ くりの工程 か ら、績む、撚 るとい う基本的 な技術が

ほぼ消滅 した ことが うかがわれ る。 このよ うな例 は世界

的 に もほ とん ど例のな いことで あ り、 それは世 界各地 の

編み や織 りの常 識を くっがえす ほどの非常事態 とい って

も過言 ではない。績む、 そ して、撚 るとい う糸づ くりの

技術 は、 とりわ け肌 にや さ しい衣料素材 としての布 づ く

りには欠 くことので きない技術 であ る。 そ うした技術 が

北海道 か ら消滅 した とい う要因 の一っ として、1669年 の

シャク シャイ ンの戦 い以後、松前藩 によ るアイ ヌ民族統

治政策 の強化 があ げ られ る。

図5ブ リヤー トの地機 (Ïîïîâ, À. À. 1955  ̀Ïëåòåíèå è  òêà÷åñòâî  v  íàðîäîâ  Ñèáèðè â  ÕIÕ è ïåðâîé ÷åòâåðòè ÕÕ  ñòîëåòèÿ'.  in
"Ñá

îðíèê Ìóçåÿ Àíòðîïîëîãèè è Ýòíîãðàôèè" ò.  Õ1  1より)

14


